
 

with マスクのコミュニケーション ― 新年にあたり 

校長  小 堺 さとみ  

新年明けましておめでとうございます。令和の世も早や４年目。本年も変わらぬご支援をよろしく

お願い申し上げます。 

さて、新型コロナウイルスが中国武漢市で発生してから約２年が経ちましたが、コロナ禍と呼ばれる

不自由な日常が依然として続いています。マスク着用、手指消毒、三密回避が基本的な感染症対策で

あることは誰が何と言おうと当たり前で、街頭でもすれ違う人々のほとんどがマスクを着けてい

ます。素材やデザインのある白無地以外のマスクもよく目にするようになり（私も不織布の柄マスクを

愛用していますが）まさしく with コロナ、with マスクの時代であると言えます。マスク着用が日

常化することにより私達の外見が変わったことはもちろんですが、身だしなみ、習慣、コミュニケー

ションなど、様々な変化が生まれています。 

例えば、身だしなみへの気遣いや習慣については、女性では化粧をしなくなった、あるいは最低限

の化粧だけにする、男性ではヒゲを剃らなくなった、気にしなくなったという人が多いことが様々

な調査から報告されており、これは“すっぴん隠し”のメリットとして捉えられているようです。こ

の他にも、コンプレックスになっている部分を隠せる、小顔に見える、読まれたくない表情を隠

せるなどがメリットとして挙げられていました。 

コロナ禍の収束が見通せない以上、マスク着用はやむを得ないことではありますが、長引くマスク

生活は上記のメリットだけではなく弊害をもたらしていることは否めません。また、メリットは

果たしてメリットと言えるのかどうかとも思います。新型コロナウイルスが発生する以前、若者の

「だてマスク依存症」がある意味社会問題となっていました。対人恐怖や社会不安を軽減するため、

マスクを心理的な壁として緊張感や羞恥心を解放しようとする行動がコミュニケーションの問題と

なっていたのです。このことから、with マスクのコミュニケーションというのは、とても重要なもの

であると考えられます。 

まず、初対面の人の顔が覚えられないこと。そして、口元の表情がわからない目だけのコミュニケ

ーションでは意思疎通が十分ではないこと。さらに、声の大きさが抑えられ聞き取りにくいこと。コ

ミュニケーションとは、相手が発する言葉に加え、声の質や息遣い、細かい表情の変化、自分か

ら発する言葉への反応など、これらすべてを感じて初めて成り立つものです。ですからマスク着用時は、

ゆっくりはっきり話すことを心掛けましょう。また、相手の反応を見ながら、アイコンタクトでちゃ

んと伝わっているか確認しましょう。うなずきや相づち、身振り手振りなどのジェスチャーも有

効です。マスク着用時は自分で思っている以上に相手に感情が伝わりにくいということを認識し、

それを補うことが必要です。 

生徒はまだ人格形成に重要な時期を過ごしています。目だけで情報が通じ合うのは大人だけであり、

子どもは表情の中の情報を少しずつ理解し、読み解けるようになって成長するのです。マスクで口元

を覆い、向い合う対話を避ける生活が続くことで、人間関係をうまく結べない大人にならないよう、

この１年もまた、コミュニケーションの力を育んでいきます。 
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新年の抱負  ～決意を新たに～ 

 

１月７日（金）に３学期始業式が行われました。久しぶりに教室や学校に生徒の笑顔や歓声が戻り、活

気に満ちた新年のスタートになりました。一人一人が新鮮な思いと新年の決意を抱きながら、３学期に目

標をもって臨もうとする姿が感じられました。 

 

【始業式での各学年、学級生徒の新年の抱負】 

 

１年 A組 村山 育美 

 私は、落ち込んでもやるべきことはやること、自分から質問や相談をすることを２学期の目標にしてい

ましたが、あまりできませんでした。３学期はできるように努力したいです。現場実習では、仕事が雑に

なったり、気持ちの波があったりしたので、次の実習では直せるように頑張りたいです。 

 

１年 B組 仲村 太一 

 ３学期の目標は２つあります。１つは、適切なコミュニケーションが取れるよう、相手を見て大きな声

で話す、何を言葉にするか落ち着いて考えながら話をする、です。もう１つは、２年生になるとふれあい

の丘支援学校からたくさんの後輩が入学してくるため、手本となる先輩になれるよう頑張りたいです。 

 

２年 本窪田 浩太郎 

 ３学期頑張ることは２つあります。１つ目は、ちょうどいい声の大きさで話すことです。このことは現

場実習でも注意されたことなので、その場に合った声の大きさで話そうと思います。２つ目は、友達との

かかわり方について考えることです。相手をびっくりさせたり、嫌な思いをさせたりしないように、友達

や先生に教えてもらいながら考えていきます。そして、後輩のお手本となる３年生になりたいです。 

 

３年 A組 樋熊 里玖 

 僕は、３学期「適切な声の大きさで自分からあいさつすること」を頑張りたいと思います。２学期は実

習で新潟アライに行きました。課題はあいさつでした。３学期は、学校でも職場を意識しながら、適切な

声の大きさで自分からあいさつすることを心掛けたいと思います。 

 

３年 B組 丸山 直人 

 ３学期頑張りたいことは、車の免許を取ることです。チャレンジタイムや家での時間を使って、毎日勉

強をして合格できるように頑張ります。 

 

【芸術活動（全校書道）】 

1 月 17 日（月）５・６限に、体育館で全校書道が行われました。新学期スタートの落ち着いた雰囲気

の中、３学期の目標を、筆に決意を込めながら集中した真剣な面持ちで色紙に書きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


